











　2010 年 6 月 4日、鳩山由紀夫首相の退陣表明を受けて行われた民主党代表
選挙に当選した菅直人は、第 94 代内閣総理大臣に指名される。6月 8日、宮























　2010 年 6月 12 日、菅直人は前首相の鳩山由紀夫を特使として中国に派遣し、
温家宝総理等の中国の指導者と会合しただけでなく、6月 27 日にカナダで開
かれたG20 トロント・サミットでは、自ら胡錦濤主席との首脳会談を成功させ、
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党は 2010 年 7月 11 日に行われた参議院選挙で敗北し、衆議院と参議院の多数
党が異なる、いわゆる「ねじれ」の状況に置かれていた。しかも、菅直人が



















果に繋がったのである。その他、2010 年 7 月に発表された参議院選挙の政権
7	「菅直人：消费税考虑提高一倍」日本新闻网、http://www.ribenxinwen.com/html/
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2010 年 9 月 7日、尖閣諸島付近で操業中であった中国漁船と、これを違法操
業として取り締まりを実施した日本の海上保安庁の巡視船が衝突するという
異常事態が発生する。海上保安庁は同漁船の船長を公務執行妨害で逮捕し、9










12	刘江永：「民主党一路坎坷	菅直人何去何从」『当代世界』、2010 年第 7期、29 頁。























の努力をした。2010 年 10 月 4 日、ブリュッセルで行われたアジア欧州会合
（ASEM）の首脳会合で、菅直人は温家宝と約 25分にわたる「廊下会談」を行っ
た。また、10月 30 日にハノイで行われた東アジア首脳会議（EAS）において
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年 9 月 25 日、http://www.47news.jp/CN/201009/CN2010092501000077.html（2015
年 4 月 5 日閲覧）。






















　2011 年 3月 11 日に東北地方で発生した大地震と津波により、日本では多く
の人命が失われ、莫大な経済的損害を蒙った。これに対し、中国は積極的に日
本の東日本大震災からの復旧作業に人道支援の手をさし伸べ、日中友好関係
のために努力する姿を見せた 22。それだけではなく、温家宝総理は 5月 22 日に
東京で開かれた日中韓首脳会議に出席した際に、自ら日本の被災地を訪問し、
被災地の民衆を励まし、できるだけ早く日本を訪問する中国人観光客の数を回
18	 娄伟、前掲論文 31 頁。
19	『法制晚報』	2011 年 1 月 21 日
20	『世界新聞報』2011 年 2 月 12 日付。
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しくしていた。野党は 2010 年 7 月の参議院選挙の勝利に乗じて閣僚の政治
的スキャンダルを利用し、法相、国土交通相、官房長官を相次いで辞任させ
ただけでなく、2011 年度の財政予算案をめぐって、反菅直人勢力を集結し、
2011 年 3 月の国会審議で民主党の提案を無効にさせ、菅直人を国会解散に追
い込もうとした。さらに、野党は 6月 3日に国会に内閣不信任案を提出する。
これらの一連の試みは全て失敗に終わったが、菅内閣に大きなダメージを与
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　菅直人はASEMの第 8 回首脳会合（2010 年 10 月 4 日）、東アジア首脳会
議（EAS、2010 年 10 月 30 日）を通じて温家宝首相と会合し、アジア太平洋





状況は両国民に不安感を与えただけでなく、また、世界第 2、第 3 の経済大
国が緊張を高めることは国際的な懸念材料でもあった。このような日中両国





























　2010 年 10 月 5 日、菅直人はASEM第 8回首脳会合で温家宝首相と会談し、
双方が戦略的互恵関係の原点に立ち返り、政府間のハイレベル協議を進める





25	『日本経済新聞』2014 年 11 月 10 日付。
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<ABSTRACT>
The Naoto Kan Cabinet’s China Policy and
the Sino-Japanese Relations
Hu YIN
The Naoto Kan Cabinet’s China policy has undergone “Amity - 
Opposition - Rapprochement” tri-readjustment, presenting an overall 
“tortuous development” trend. Moreover, by bilateral leaders’ cooperative 
efforts, the crisis stemming from “Diaoyu Islands collision” got controlled and 
the strained Sino-Japanese relationship got an effective improvement further. 
This thesis is summarizing the Naoto Kan Cabinet’s China policy, analyzing 
the developments and changes of Sino-Japanese relations during the Naoto 
Kan’s ruling period, and Seeking the valuable experience and inspiration.
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